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致を得ている D 又相転移が 1 .......20位で起るだろうということも予言している。磁気双極子能率のスピ
ンに対する比も計算したが，これは只今の所比較すべき実験はない。乙のようにして対相互作用の廻
転スペクトノレに対する影響の大きいことを定量的に示し，又相転移等の新現象を予言するなどして，
原子核構造の研究に重要な寄与を与えた。よって理学博士の学位論文として十分価値あるものと認め
る。
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